国際卓越研究大学に係る認定意向表明書

令和　　年　　月　　日

１．申請者の基礎情報
	①申請者（法人名）
	

	②主たる事務所の
所在地
	

	③大学の名称
	

	④大学の所在地
	

	⑤法人代表者
	

	⑥学生数
（課程別・男女別、
括弧内は外国人
学生の内数）
		
	大学院
博士課程
	大学院
修士課程
	大学院
専門職学位課程
	学部

	男
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）

	女
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）

	計
	（　）
	（　）
	（　）
	（　）




	⑦教員数（本務者）
（職位別・男女別）
		
	学長
	副学長
	教授
	准教授
	講師
	助教
	助手
	計

	男
	
	
	
	
	
	
	
	

	女
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	




	⑧本務教員のうち
外国人数
（職位別・男女別）
		
	学長
	副学長
	教授
	准教授
	講師
	助教
	助手
	計

	男
	
	
	
	
	
	
	
	

	女
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	




	⑨職員数
（職務内容別・男女別）
		本務者
	事務系
	技術技能系
	医療系
	教務系
	その他
	計

	男
	
	
	
	
	
	

	女
	
	
	
	
	
	

	

	兼務者
	事務系
	技術技能系
	医療系
	教務系
	その他
	計

	男
	
	
	
	
	
	

	女
	
	
	
	
	
	







[bookmark: _Hlk122436544]２．世界最高水準の研究大学の実現に向けた「変革」への意思（ビジョン）とコミットメントの提示
	











[bookmark: _Hlk122436588]３．国際卓越研究大学の認定に関する基準
（１）国際的に卓越した研究の実績
世界トップレベルの研究大学に伍していくことができるだけの研究力を有しているか、また、自然科学と人文・社会科学の融合による総合知の創出など、多様な分野で先導的な研究が行われているかに関して、現状と国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記入すること。

	①論文数（本）
		○年
	○年
	○年
	○年
	○年
	５年計

	
	
	
	
	
	




	②Top10%論文数（本）
		○年
	○年
	○年
	○年
	○年
	５年計

	
	
	
	
	
	




	③Top10%論文割合（％）
	

	④論文数の出典
	

	⑤本務教員数（人）
	　　　　                         （○年度）

	[bookmark: _Hlk116655129]⑥本務教員一人当たりのTop10％論文数（本）
	

	⑦研究者数（人）
	

	⑧研究者一人当たりのTop10％論文数（本）
	

	⑨研究者の定義
	

	⑩目標
	

	⑪その他特記事項
	




（２）経済社会に変化をもたらす研究成果の活用の実績
主要国のトップレベルの研究大学が行っている社会の課題解決あるいは新たな経済的価値の創造の実績に照らして、これに伍していくことができるかどうか、経済社会に変化をもたらす研究成果の活用（経済的・社会的価値創造への貢献）の実績に関して、現状と国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記入すること。

	①民間企業等からの研究資金等
受入額（円）
		H29年度
	

	H30年度
	

	R元年度
	

	R２年度
	

	R３年度
	

	５年計
	

	５年平均
	




	②本務教員数（人）
	　　　　                  （令和３年度）

	③本務教員一人当たりの民間企業等からの研究資金等受入額（円）
	

	④研究者数（人）
	

	⑤研究者一人当たりの民間企業等からの研究資金等受入額（円）
	

	⑥研究者の定義
	

	[bookmark: _Hlk116676186]⑦目標
	

	⑧その他特記事項
	




（３）教員組織及び研究環境等の研究の体制
研究の体制が、学問の進展、社会の変化に応じて次々に生じる新たな学問分野や融合領域に迅速に対応していることに関して、現状と国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記載すること。

	①現状
	

	②目標
	




（４）民間事業者との連携協力体制等の研究成果の活用の体制
民間事業者との連携協力等の実施を通じて、申請に係る大学の研究成果の活用の体制が、経済社会の変化をもたらすインパクトの創出に必要なものとして整備されていることに関して、現状と国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記載すること。

	①現状
	

	②目標
	




（５）効果的な資源の確保及び配分等の行える運営体制
先端的な研究及び研究成果を活用した新たな事業の創出の動向、社会の要請、大学を取り巻く状況などを踏まえ、資金や人材の確保及びそれらの配分や知的財産の活用を含めた研究力向上のための諸活動を包括的に運営する体制が構築されていることに関して、現状の体制及び認定までに整備する体制（現状では体制が構築されていない場合に限る）並びに国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記載すること。

	①現状
	

	②認定までに整備する体制
	

	③目標
	




（６）研究に関する業務と管理運営に関する業務の適切な役割分担等の業務執行体制
[bookmark: _Hlk118834610]研究に関する業務の執行と、管理運営に関する業務の執行との役割分担が適切になされていることに関して、現状の体制及び認定までに整備する体制（現状から変更する場合に限る）並びに国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記載すること。

	①現状
	

	②認定までに整備する体制
	

	③目標
	




（７）国際的に卓越した研究等を持続的に発展させるために必要な財政基盤
研究及び研究成果の活用を持続的に発展させるための体制の強化を推進するのに足る十分な財政基盤を有していることに関して、現状と国際卓越研究大学として目指す目標・達成時期を記載すること。

	①大学の収入全体（円）
		H29年度
	

	H30年度
	

	R元年度
	

	R２年度
	

	R３年度
	

	５年計
	




	②基盤的経費や授業料・検定料等を除いた額（円）
		H29年度
	

	H30年度
	

	R元年度
	

	R２年度
	

	R３年度
	

	５年計
	




	[bookmark: _Hlk116674286]③②の大学収入全体に占める割合（％）
		H29年度
	

	H30年度
	

	R元年度
	

	R２年度
	

	R３年度
	

	５年平均
	




	④目標
	

	⑤その他特記事項
	




2
